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  特定非営利活動法人 

第８２号 

令和４年 

 

 

 

 

■■■ 主な内容 ■■■ 
 

 
P.２ インクルーシブ（包み込む）  理事長 夏目智子 

P.３ 生涯学習   

袋井市「人権文化創造講演会」を聴講して 

P.４   

～    子どもの育成 放課後児童クラブ 

P.５   「合同研修会」「クラブでの環境保全活動」 

P.６ 環境保全 

    食品ロス削減推進サポーター育成講座  

愛野メモリアルロード花壇  

P.７ 福祉の増進 ふくろいファミリー・サポート・センター 

P.８ 災害救援 豪雨災害に備えて 

   男女共同参画 家事シェアリング 意識調査結果とまとめ 

P.９ 会員の窓 

P.10 おしらせ これからの事業の案内・募集 
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キバナコスモスの花が咲く季節になり、あちらこちらで鮮やかなオレンジ色が目に入ってきます。 

様々な場所で花を咲かせるキバナコスモスに表紙を飾ってもらいました。 
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インクルーシブ（包み込む） 

理事長  夏目 智子 

 

 酷暑が続いた夏もいつしか秋の気配を感じるようになり、

ホッとする自分に気付きました。皆様は如何お過ごしでしょ

うか。ふぁみりあネットの事業は、これから本格化していき

ます。このウェーヴ秋号に同封しました各種事業のチラシを

ご覧いただきたいと思います。それらの一つひとつが、担当役員が中心になって、

今まで以上に工夫をこらした企画内容となっています。皆様には、是非とも積極

的にご参加いただき、ご意見やご感想をいただきたいと存じます。 

 

 ところでインクルーシブ（包み込む）という概念が広がりつつあります。例え

ばインクルーシブ教育は障がいのある子もない子も共に学ぶこと。国では有識

者会議が今後の方向性を提言することになっています。インクルーシブ防災は

障がい者もお年寄りも「誰ひとり取り残さない」取り組みで、一部の自治体が取

り組み始めています。 

 共生社会という言葉はよく聞くようになりました。誰もが相互に人格と個性

を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会、

それが共生社会です。しかしその実現には取り組むべき課題は多く残されてい

ます。 

かつてのバリアフリー社会、そしてユニバーサル社会、その先に共生社会があ

ります。社会を構成する人々は多様性に富み、性別や国籍、宗教などの違いや障

がいの有無にかかわらず、互いを認め合う時代となりつつあります。インクルー

シブ社会はすべての人々が尊重し合い、支え合う社会です。 

 

当法人が取り組みをしている SDGs（持続可能な開発目標）は、経済発展だけ

に取り組むのではなく、環境や社会が抱える問題にバランスよく取り組み、その

根本的な解決によって、世界を持続させることを SDGsでは目指しています。世

代を超えたすべての国、すべての地域の人々が、誰一人取り残されることなく、

尊重される社会を目指しています。まさにグローバルなインクルーシブ社会の

構築とも言えるでしょう。ふぁみりあネットは、あらゆる人が取り残されない未

来を願い、今後も事業を通してインクルーシブ社会の構築とその課題解決に取

り組んで参りますので、ご理解とご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

http://www.taka.co.jp/tada/detail.php?id=1215&cid=4&cid2=15
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


生涯学習(徳育推進)事業

袋井市 「人権文化創造講演会」を聴講して

一人ひとりかけがえのない大切ないのち

講師：元 丸亀市教育委員会 教育長

元 法務省矯正局所管少年院 院長 中野レイ子 氏

法務省所管矯正施設(少年院や刑事施設等)に36年間勤務。

犯罪に関わった人たちが自身と真摯に向き合えた時、自

らの行為を後悔し、以降の生き方に苦悩する。その姿に

寄り添ってきた実績を持つ。退職後は、「全ての人たち

が、自他を大切に、幸せであって欲しい」と願い、講演

活動を行っている。

令和4年7月23日(土)

午後1時30分～午後3時

メロープラザ 多機能ホール

少年院や刑事施設等に長年勤務したなかで、入所するに至った少年たちに積極

的に寄り添い、彼らの生き方を共に考えていった実例をお話しくださいました。

青少年事件を耳にすると、怒りや悲哀感に苛まれますが、犯罪に関わってし

まった彼らにも背景や苦悩、心の変化があり、一人ひとりの尊厳はお互いに守

り、守られるべきなのだとあらためて考えさせられる講演でした。

今年度の生涯学習事業活動は、人権擁護啓発のため袋井市しあわせ推進課(社会

福祉係)が開催している人権文化創造講演会を学習会とし、ふぁみりあネットか

ら15名聴講いたしましたので、講演の内容等を下記の通り報告します。

私自身、人権文化創造講演会の聴講は２年ぶりということもあ

り、特に興味深く聴きました。

少年院や刑事施設に入所した３人が、中野先生の丁寧で心の

篭った指導で社会復帰ができたお話で、罪を犯すに至った過程、

その心のあり方、気持ちが段々と変化し前向きになる様子、少

年院を出てから社会への恩返しをする生き方に、感動し嬉しく

思いました。

要約筆記により、お話の内容が、文字で画面に映し出されてい

たことで、聞き漏らした所が目で確認できよかったです。

原田 康代

報告：事業担当理事 村松惠美子(人権文化創造講演会実行委員)

子どもが罪を犯したら、少年院に入る。のは、知っていた。

でも、少年院での過ごし方は初めて知った。中野先生が、これまで関わって来た

少年院の子どもたちは、自分が生まれてきた事を否定されたり、愛情が足りなか

かったりと、それぞれの家庭の事情などで、心が病んでいる。そんな子どもに優

しく愛情をかけて、生きていく意味を本人に考えさせる。そして、希望を持って

生きていけるよう指導していっている事を教えて下さいました。少年院という概

念が私の中でガラリと変わった一日でした。

杉 浩子

── 参加者感想 ──
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